
                

消
灯
の
一
瞬
ど
く
だ
み
匂
ひ
け
り 

仲 

町 

徳
井 

隆
男 

秋
惜
し
む
流
る
る
風
の
透
き
通
る 

南
桜
町 

宮
腰 

幸
子 

部
屋
に
舞
ふ
神
の
化
身
か
糸
と
ん
ぼ 

元 

町 

竹
内
ス
ミ
エ 

偕
老
を
じ
つ
く
り
煮
込
む
大
根
か
な 

仲 

町 

玉
野 

研
一 

句
を
胸
に
永
遠
の
旅
立
ち
冬
ざ
る
る 

藤
本
町 

池
田 

良
子 

暴
風
の
過
ぎ
て
美
は
し
十
三
夜 

西
岡
町 

渋
谷
み
さ
子 

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
る
か
な
富
士
の
白
き
嶺 

西 

町 

金
澤 

賴
子 

冬
囲
い
職
人
技
の
縄
目
か
な 

 
 

 
 

 

元 

町 

印
牧 

安
子 

天
と
地
を
斜
め
に
結
び
初
吹
雪 

緑 

町 

齋
藤 

嘉
子 

大
根
の
す
だ
れ
懐
か
し
日
和
か
な 

 
 

 
 

 

仲 

町 

坂
部 

和
子 

裸
木
と
な
り
て
樹
齢
を
い
つ
わ
ら
ず 

元 

町 

西
崎 

弘
子 

田
や
畑
に
人
影
見
え
ず
冬
浅
し 

屯
田
町 

古
屋 

克
江 

張
り
つ
め
た
風
の
気
配
や
冬
立
つ
日 

仲 

町 

梅
基 

文
子 

小
春
日
や
オ
カ
リ
ナ
の
音
澄
み
渡
る 

旭 

町 

大
河 

博
子 

残
り
実
の
ま
だ
赤
赤
と
今
朝
の
冬 

旭 

町 

大
河
内
清
枝 

服
着
る
も
一
枚
ふ
え
る
今
朝
の
冬 

西 

町 

岸
波 

君
江 

長
ぐ
つ
を
新
調
し
待
つ
銀
世
界 

 
 

 
 

 
 

藤
本
町 

鈴
木
ゆ
き
子 

立
冬
の
便
り
ひ
ら
ひ
ら
落
ち
に
け
り 

西 

町 

高
井 

孝
子 

こ
の
色
が
好
き
で
咲
か
せ
る
小
菊
か
な 

東
町 

高
草
木
喜
代
子 

今
朝
の
冬
母
屋
に
運
ぶ
樽
の
数 

西
岡
町 
高
瀬
久
美
子 

梢
か
ら
葉
の
こ
ぼ
れ
来
て
冬
に
入
る 

西 

町 

文
梨 
清
子 

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
妣は

は

の
形
見
を
リ
フ
ォ

ー
ム
し
て 

 

仲 

町 

芳
賀 

星
子 

母
の
編
む
手
袋
匂
う
親
の
愛 

旭 

町 

大
河 

 

茂 

     

                 

『ゆうぐれ』 
 

ユリ・シュルヴィッツ作 
さくまゆみこ訳 
(あすなろ書房) 

 
 

冬の夕暮れは早く、日が落

ちると夏よりも暗くさみ

しく感じます。でも、クリ

スマス時期になると、夜が

近づくにつれイルミネー

ションが輝きはじめて、夜

の街がとてもきれいで華

やかになりますね。    

新着図書 

・うまいぞ！シカ肉 

（松井賢一ほか 著） 

・ユマニチュード 認知症ケア最前線 

（NHK 取材班 著） 

・幻の「長くつ下のピッピ」 

（高畑勲ほか 著）   ほか 

 

 

『こけしのゆめ』 
 

チャンキー松本さく 
いぬんこ絵 

(学研) 
 
 

こけしの姉妹、「しけこ」

と「こけみ」は、お土産屋

さんで売れ残って何十年。

退屈そうに見えますが、窓

から道行く人の夢を覗い

て楽しんでいました。懐か

しい色合いで、こけしの魅

力いっぱいの絵本です。  


